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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・幾何学 
キーワード：ランダムウォーク、ラプラシアン、距離測度空間 
 
１．研究計画の概要 
本研究では，幾何学と確率論の異なる分野の
関わりを通じて，これまで扱えなかった離散
空間の幾何解析学を新たに構築することを
目的とする 
 
初年度である平成 20 年度に大規模な国際研
究集会を行い，連携研究者全員の知識と理解
の共通基盤を確立する．それに従い，２１年
度には下記の具体的な問題に取り組む．２２
年度にはそれまでの成果を再検討し，必要な
指針修正を行うことで，２３年度への成果に
つなげる．４年間の研究を通して，離散幾何
学の新たな研究手法を開発する 
 
２．研究の進捗状況 
研究計画に述べたように、平成 20 年に国際
研 究 集 会 probabilistic approach to 
geometry を開催し 200名の参加者があった。
これをプロシーディングとして公表した。平
成 21 年度、22 年度は下記の問題について、
それぞれの研究者が着実に成果をあげ、数多
くの招待講演や論文によって公表している。
最終年となる平成 23 年度には、これらの成
果をまとめることを計画している。 
 
 (1) ベキ零被覆の場合の大偏差と無限遠
の接錐の関係 （石渡氏との連携を中心とす
る） 
 (2) 指数増大度をもつ有限生成群上のラ
ンダムウォークの長時間挙動とその幾何の
関わり（新井，井関，納谷氏との連携を中心
とする） 
 (3) 質量輸送理論を用いたエントロピー
の幾何学的意味の解明と極限定理 （塩谷氏
との分担研究及び，熊谷氏との連携を中心と

する） 
 (４) 非可換空間のラプラシアンのスペク
トルと幾何構造の関わり（楯氏との連携を中
心とする。 
それぞれにおいて分担者。連携研究者と密接
な連絡を取りながら研究を進めている。研究
計画どおりに進行している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
２でも述べたとおり、平成 20 年度の国際研
究集会における報告集を発表した。また、平
成 21年度にその発展である国際研究集会「ラ
ンダムメディア」を開催し、有益な情報収集
ができた。これらで得た知見を基に下記のよ
うに成果をあげている。 
(1)は連携研究者石渡聡が論文にまとめ公表
した。(2)に関しては井関、納谷が着実に成
果をあげ、一連の論文にまとめ国際専門誌に
発表した。 
(3)に関しては、塩谷、熊谷が精力的に成果
をあげ、複数の論文にまとめ、国際専門誌発
表した他、国際会議等で数多くの招待講演を
行い、注目を集めている。 
(4)に関しては楯氏が深い内容の研究を行い、
最近論文として国際専門誌に発表した。以上
の通り、順調な達成度をあげている。また。
課題であるランダム性を通して離散空間の
幾何学をみることで、当初、予想していなか
った方向への展開もあり、最終年の成果につ
ながるものと期待している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年であるので、これまでの成果を十分に
メンバー間理解するため、また成果発表の機
会となる研究集会を開催し、その場で十分な
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情報交換、研究討論も行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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